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1.1 formnextとは

 期間 2016年11月15日～18日
 開催地 Frankfurt Messe (Frankfurt, Germany)

Halle 3 ( 18,736㎡)
 出展者数 334ブース
 コンファレンス 32セッション
 来場者（主催者予測） 20,000人
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Formnextは、もともとはEuromoldの中の一セッションとして行われていたものを、独立した展示会とし

て開催するようになったもので、今回2回目となる。

Frankfurt MesseのHall３（ビッグサイトの東館の１と２を合わせたくらいの広さ）を使い4日間開催され

た。 来場者は会期3日目終了時点で11000人程度と言っていたので、来場者が少なくなった最終日

を合わせて14000人程度と思われます。（要最終発表）

日本企業としての出展は松浦製作所とリコーの2社で昨年より減った。

会場入り口ではAM meets Aerospace と銘打った小展示があり、欧州におけるAMの方向が航空宇

宙産業などに向けたSLMに向かっていることが伺えた。

1.2 formnext概要‐1
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3.1 The journey to printed Aircraft has commenced‐1

軍需産業向けの企業だが、

航空機などにAM部品を積極

的に活用している。 今後、ト

ポロジー最適化による軽量

化などに期待している。 今

後のAM技術の課題について

も言及し、PA12、Ti材料など

の活用が期待されている。
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